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□ごあいさつ

　設定し、社員全員で学習（PDCA)しながら活動し続けます。

　任せられる仕事をします。 【法遵守の約束】

　環境への負荷軽減に努めます。 【省エネ、省資源】

【環境経営目標管理の実施】

【社会貢献活動】

5.本環境経営方針を維持し、継続・発展させるため、環境経営目標を

6.社員が健康を維持できる業務体制を構築し、適宜見直しを行います。

【働き方改革】

7.会社全体で必要な資格を、希望する全員が獲得できるよう

　支援します。

【スキルアップの支援】

制定日：2015年12月1日

改定日：2023年2月28日

代表取締役　坪江　紀幸

【環境保全への行動指針】

1.環境経営理念を意識し、会社も社員も成長していきます。

【環境経営理念の尊重】

2.廃棄物関係及び環境関連の法令を遵守し、お客様が安心して

3.整理、整頓、清掃を習慣化し、エネルギーや資源を大切に使い、

4.地域での環境関連活動へ積極的に参加します。

社会が必要とする質の高い環境関連事業を実行する事で、

自然環境を守り、生活環境を守り、環境経営を継続的に発展させます。

環境経営方針

【環境経営理念】

わたしたちエコ・クリエイトは、

誠実で透明な環境経営で、お客様と社会の信頼に応えます。

『未来の地球環境を創造する』
これが我が社の理念であります。

美しい自然があることで、人の心は豊かになります。人の心が豊かになれば、必ずそこ

には幸せが訪れます。幸せになれる環境を少しでもお手伝いし、お役に立ちたい。廃棄

物から新しい価値を生むエネルギー事業に携わり、地球環境の役に立ちたいと考えてい

ます。
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□組織の概要

名称及び代表者名
株式会社エコ・クリエイト
代表取締役　坪江　紀幸

所在地
岡山県岡山市北区今二丁目19番10号

岡山東事業所 岡山県岡山市東区上道北方452番地

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　岡山東事業所所長 坪江　広樹
担当者 総務部管理主任 安木　眞里

事業内容

事業の規模
法人設立 1988年12月18日
資本金 300万円
売上高 （2024年12月1日から2025年11月30日）
従 業 員　　　　　
延べ床面積　　　
敷地面積

受託した産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬量

再生資源回収量

事業の用に供する車両

キャブオーバ車

大型ウイング車

冷蔵冷凍車

バ　ン

軽車両

主要設備

名2 名

台数 備　　考

8岡山東事業所

2025年 34,218㎏

車種

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬、
再生資源回収業

2,530ｔ

2台

2台

本社

ユニック車、パワーゲート車

1台

万円

本社 24 ㎡ 岡山東事業所 67.39 ㎡

備考台数

8台

1台

2tロング，2tショート

（2025年11月30日現在）

軽トラック,軽バン

名称

エンジン駆動フォークリフト

2025年

本　　　社

2,426㎡

合　計

1台

2台

1台

モーター駆動フォークリフト

トラックスケール

2台

27,559
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積み替え保管施設

　□ 認証・登録の対象組織・活動(全組織・全活動)

登録組織名： 株式会社エコ・クリエイト

対象事業所： 本社

岡山東事業所

活動：

□ 事業の紹介

□ 環境経営組織図及び役割・責任・権限表

積み上げることので
きる高さ

1.5m

室内保管

１ｍ

名　称

産業廃棄物積替保管施設

特別管理産業廃棄物積替保管施設

全従業員

282㎥

坪江　広樹

環境事務局

代表者

150㎥

５㎥

保管上限

代表取締役　坪江　紀幸

環境管理責任者

危険物屋外貯蔵所
(特別管理産業廃棄物積替保管施設)

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬、
再生資源回収業

保管面積

病院その他の医療機関から排出される「医療系産業廃棄物」と建設系
産業廃棄物、低濃度ＰＣＢ汚染物や研究機関からの強酸・強アルカ
リ・試薬・レントゲンフィルム等を収集運搬し、焼却や無害化処理を
行う中間処理業者に処分を委託しております。

372㎡

233㎡

９㎡

営業部総務部 eco事業部
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環境事務局

部　門　長

全従業員

環境管理
責任者

代表者

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源

を準備

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針の制定

・実施体制の構築

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

・環境委員会の事務局

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境ヘの取り組みの自

己チェックの実施

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営計画の作成

・環境経営レポートの作成

・環境経営方針の周知

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標に向けた取組実施

・環境関連法規等遵守の取組

・緊急事態対応試行訓練の実施・記録

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自

覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ

参加
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□ 許可の内容

優良
認定

積替
保管

〇 ―

〇 〇

〇 ―

― ―

〇 ―

― ―

〇

〇

〇

―

〇

―

優良
認定

積替
保管

―

〇

―

岡山県
03351004226

―

―

―

令和6年2月2日
令和12年12月25日

鳥取県
03154004226

ば
い
じ
ん

令和5年7月7日
令和12年6月17日

岡山市
08360004226

産業廃棄物
収集運搬業

燃
え
殻

許可期限 許可品目

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
陶

鉱
さ
い

が
れ
き
類

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

廃
石
綿
等

○

許可地域
許可番号

許可年月日
許可期限

○

岡山県
03301004226

令和7年3月14日
令和14年1月28日 ○ ○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬業許可一覧

○ ○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

――

○ ○ ―

○ ○ ○

○
令和3年7月29日
令和8年7月28日

○

広島県
03400004226

令和3年7月8日
令和8年7月7日 ○ ○

兵庫県
02803004226

令和6年10月28日
令和13年10月27日

○ ○

○

○

○

広島県
03450004226

令和3年7月8日
令和8年7月7日

○ ○ ○

令和5年7月1日
令和12年6月30日

兵庫県
02853004226

令和6年10月28日
令和13年10月27日

○

○ ○

特別管理
産業廃棄物
収集運搬業

感
染
性

○

○

○ ○

○

令和7年3月29日
令和14年3月28日 ○

○ ○ ○ ○○ ○

島根県
03250004226

○

○ ○ ○○

○○

○ ○

○

汚
染
物

P
C
B

処
理
物

動
植
物
性

残
さ

―

○

許可品目

○ ○ ○

○

○ ○○ ○

鳥取県
03104004226

○○

岡山市
08310004226

令和7年2月21日
令和14年1月28日

○ ○

○

○ ○ ○ ―

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

廃
ア
ル
カ
リ

廃
P
C
B
等

産
業
廃
棄
物

P
C
B

○ ○ ―

廃
酸

○

○ ○ ○

○

汚
泥

ば
い
じ
ん

廃
油

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

―

○ ○○ ―○ ○ ○

島根県
03200004226

令和3年7月29日
令和8年7月28日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○

積替え保管の概要（岡山市）

産業廃棄物の積替え保管場所　　　　　：228㎡　積み上げる事が出来る高さ　：2ｍ
特別管理産業廃棄物の積替え保管場所　： 75㎡　積み上げる事が出来る高さ　：2ｍ
特別管理産業廃棄物の
屋外積替え保管場所　　　　　　　　　：  9㎡　積み上げる事が出来る高さ　：1ｍ

○ ○ ○

○

○

○

許可期限

許可地域
許可番号

許可年月日
許可期限

○

―○

○ ○ ○
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□ 廃棄物処理フロー

□ 受託した産業廃棄物、特別管理産業廃棄物の処理量

・収集運搬量(2025年)

㎏ 0

0.48

㎏ 0

廃棄製品

・再生資源の回収量

再生資源の種類 単位 回収量

小計 ㎏ 34,218

㎏ 34,218

古紙

93

0.21

ｔ 1.75

廃酸

2.96

ｔ

197.32

ｔ 11.93

廃 棄 物 の 種 類

産業廃棄物 単位 収集運搬量 特別管理産業廃棄物 単位 収集運搬量

ｔ

石綿含有がれき類 ｔ

7.39

廃アルカリ（強アルカリ）

廃酸（強酸） ｔ

がれき類 ｔ 22.36

1.75

汚泥 ｔ

感染性産業廃棄物 ｔ 1363.73

特定有害産業廃棄物

小計 ｔ 1114.25

3.22 引火性廃油

72.39

建設混合廃棄物

廃油 ｔ

廃アルカリ ｔ

収集運搬　株式会社エコ・クリエイト

積替え保管施設　岡山市東区上道北方452番地

中間処理・リサイクル業者
三光株式会社

株式会社インテックス　株式会社南備

焼却・破砕・PCB無害化処理

0.13

廃プラスチック類 ｔ 704.91

燃え殻 ｔ

ｔ

13.9

　　産業廃棄物
　　汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック類・木くず・金属くず・ガラス陶磁器くず等
　　特別管理産業廃棄物
　　燃焼しやすい廃油・腐食性廃酸・腐食性廃アルカリ・感染性産業廃棄物・廃PCB等

金属

ｶﾞﾗｽ，ｺﾝｸﾘｰﾄ，陶磁器くず ｔ

ｔ 1415.62

水銀使用製品(照明器具)

排出事業者様

木くず ｔ

ｔ 32.44
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□ 主な環境負荷の実績

※ 電力の二酸化炭素総排出係数（調整後）

×

L 37,312

単位 2023年度

94,073 104,665

項　　目

二酸化炭素総排出量 104,332

2025年度

99%

33,485

86

99%

67

自動車燃料による二
酸化炭素削減
(ガソリン、軽油)

kg-CO₂

66 48

㎏

120

2,530

72%

×

105%

86

0

36,619

106

㎏ 0

受託収集運搬量

310

軽油使用量

2024年度

㎏/-CO₂

産業廃棄物排出量

ｔ 3,129 2,628

一般廃棄物排出量

87,878

98%

80

98%

91,251
97%

3,979

112%

kg

社会貢献活動

基準年度比

81

評
価（目標) (実績)

□ 環境経営目標及びその実績

2025年度基準値

×4,061

99%

88,774

2026年度

（目標)
92,192
98%

4,012

98%

○

電力による二酸化
炭素削減

　

基準年度比

一般廃棄物の
削減

89,671

82
基準年度比

基準年度比

kg-CO₂

2024年度

4,261

104%

100,140

99%

中国電力の調整後排出係数(2018年度実績)　0.636kg-CO₂/kWhを使用。

×
基準年度比 99% 111%

行動目標(数値目標なし)
・SDGs17の目標の内で当社が実施可能な目標への取組

・地域が実施する環境活動への積極的参加
・地域主催のクリーン化事業に参加

・周辺地域の清掃

電力使用量

82 82

4,102

灯油使用量 L

㎥

二酸化炭素の
削減

kg-CO₂ 94,073

水使用量の
削減

ガソリン使用量 L 977 1,408 2,441

65.6

98%

2027年度

（目標)
93,132 104,665

97%

86,981

97%

79.6

97%

65

97%

水使用量 ㎥ 82 67 48

kwh 8,268 6,450 6,700

年度

項目
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 □ 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

　　

単位

単位

178 286 160

6月

kWh

㍑

519

211

達成状況

〇

10月

742 651 548

・空調温度の適正化

3月

実績 558714

388 319

8月

212 123 265

年度

荷量の増加により軽油使用量は増加している。

2,944 2,872

1393196 202

2,727 2,330

目標

12月 1月 2月

793 385

数値目標 ×

取組結果とその評価、次年度の取組内容

電気消費量は2024年度と比べて250kwh増加した。
特に2月は2024年度と比較し114kwh増加しており、
これは岡山市の2025年2月の平均気温が前年に比べ、
3.7℃下がったためと考えられる。
空調の使用については仕方のない部分もある事を
踏まえ、空調以外の消灯、残業の削減等を強化し
次年度の削減に務める。

2025年度の太陽光発電による発電量　28,734kwh

811 532 530

11月

自動車燃料の使用量削減

数値目標（ガソリン）

油種

×

〇 昨年に引き続き、エコドライブの重要性を周知している。

車両が満車に近づくようルートの改善を行い、運搬効率を上げている。

営業車に軽バンを導入し、営業活動の傍ら集荷も行っている。

営業強化につきガソリン使用料は増加している。

達成状況

×

・アイドリングストップ

数値目標（軽油）

〇
〇

33,1472,832

取組結果とその評価

2,851

軽油とガソリンの消費量の推移

2,883

2,854

205

2,929
11月 累計

6700

6387

電力消費量の削減

400 374 447 620

543 510

563 574

9月7月4月 5月 累計

509

607目標

・照明のLED化 ◎

249 2441

7月

3,165

2,724 2,875
10月

36,619

〇

・不要証明の消灯 〇

・ノー残業デイの実施

8月

167 225

3,154

160

・効率的なルートで配送

・エリア別営業活動の見直し

実績

5374 86 56

実績

3,246 3,066

目標

2,857 3,103 2,951

3月 4月

2,798

104

1月 2月12月

3,580

2,7822,715 2,495
6月5月年度

3,033
軽油

ｶﾞｿﾘﾝ
139

9月

97

450

52 188 146
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ｶﾞｿﾘﾝの消費量の推移
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2025年度運搬効率原単位　計算式　燃料使用量L/積載量ｔ×走行距離㎞
8月 10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

6 7 8 7

9月 10月

9月

6 6 7

・シュレッダー廃紙の
　リサイクル化

一般廃棄物の削減

・裏紙利用の促進
〇

7月

8 7

・ごみの排出抑制

数値目標 昨年から4㎏の増加となった。昨年に引き続き、裏紙の再利用や
資料のPDF化、電子契約の推進は進めている。
また、今年度は廃棄物回収の際に発行するマニフェスト伝票の電
子化を進めており、顧客全体の半分以上の電子化を達成した。こ
れにより、毎年度排出事業者が行政に報告する「産業廃棄物管理
票交付等状況報告書」の資料を弊社のサービスの一環として行っ
ているが、この資料の作成が大幅に削減できるので、来年度以降
の削減に繋がるものと考えている。

達成状況

軽油、ガソリンともに前年度より増加傾向にある。次年度以降の指標とするため、
今年度の実績を基に運搬効率原単位を算出した。
この数値が減少出来るようにルートの検討や荷量の調整を行っていく。

次年度の取り組み内容

〇

〇

・分別の徹底

8 7 6 6 82

実績 8 5 5 7 8 8 7

目標 8

取組結果とその評価、次年度の取り組み内容

4月 5月 6月

×

〇

8 8 7 86

8月 11月 累計年度 12月 1月 2月 3月

2025
(基準年)

0.00073 0.00078 0.00086 0.00076 0.00075 0.00069 0.00091 0.00082 0.00091 0.00085 0.00071 0.00081

0
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3
4
5
6
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12

月
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月
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月

5

月
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月
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月
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月

9

月
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月

11

月

一般廃棄物排出量の推移

目標 実績

11 ページ



1011 14

年度 1月

5

8

〇

水使用量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取り組み内容

8

目標

達成状況

・周辺地域の清掃

48

〇・節水の啓発

数値目標 〇

・節水弁の取付 〇

・効率的な洗車の検討 〇

・水遣りの河川水利用 〇

9 9 8

取組結果とその評価、次年度の取り組み内容

3月

実績 9

・地域が実施する
　環境活動への積極的参加 〇

・SDGsの目標内で
　当社が実施可能な
　目標への取り組み

前年度と比べ今年度は19㎥の削減となった。
洗車チケットの活用、節水弁の設置が功を奏してい
る。
次年度も引き続き取り組みを継続していく。

〇

毎週月曜日の清掃活動、岡山東支部地域環境クリーン
化事業への参加等、昨年に引き続き清掃活動を中心に
行った。次年度も同様の取り組みを継続してゆく。

11月 累計

67

5月 7月 9月

915

社会貢献活動

0

5

10

15

20

1月 3月 5月 7月 9月 11

月

水道水使用量の推移

目標 実績
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、

環境関連法規制等は遵守されていました。

違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

遵守

危険物の指定数量 遵守危険物の規制に関する政令

岡山市火災予防規則

自動車NOx・PM法

遵守

労働者の安全と健康を確保。 安全衛生管理体制の確立 遵守

解体工事業者に登録制度を設け、
再生資源の有効利用と廃棄物の適正管理を図る

遵守

労働安全衛生法

指定数量未満の可燃物の取扱い 遵守

自動車から排出される窒素酸化物及び
粒子状物質の排出量の抑制

遵守

定期検査 遵守

交通ルールの遵守 遵守

自動車の登録、日常点検・定期点検の実施 遵守

計量法

道路交通法

道路運送車両法

ＰＣＢ特措法

消防法

PCB廃棄物の適正な運搬、期限内の処分 遵守

フロン類の登録充填回収業者による適切な引き渡し
3ヶ月毎に第一種特定製品の簡易点検の実施、記録の保管

適用される事項（施設・物質・事業活動等） 評価

フロン排出抑制法

収集運搬業、産業廃棄物の処分委託

遵守

建設工事に係る資材の再資源化等に
関する法律

□ 環境関連法規制等の遵守状況の確証及び評価の結
果、並びに違反、訴訟の有無

適用される法規制

届け出を要する危険物の指定

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
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訓練の経過

岡山東事業所から最寄りの岡山消防局上道出張所に協力いただき、
水消火器を実際に的に向けて噴射し、消火手順の確認や火災時の注意事項など指導
していただいた。実際に消火器を使用する機会はなかなかないので有意義な経験と
なった。

実
施
状
況
の
写
真

訓練実施日 2025年6月24日　16：00 実施場所 岡山東事業所

消火訓練実施記録

参加人数 8名 適用した手順書 地震・火災対応手順書

訓練の概要 水消火器を使用した消火訓練
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訓練の概要 事務所1階からの出火を想定した避難訓練

訓練の経過

昨年は事務所2階からの出火を想定した訓練を行ったので、
今回は1階事務所からの出火を想定した訓練を行った。
ブレーカーを落とす手順から事務所からの避難、再集合まで
滞りなく行えた。

実
施
状
況
の
写
真

避難訓練実施記録

訓練実施日 2025年9月4日　16：00 実施場所 岡山東事業所

参加人数 6名 適用した手順書 地震・火災対応手順書
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今期は産廃専用ソフトのクラウド管理に対応したDXEという産廃専用ソフトを導入しました。

時代と共にクラウドでマニフェスト管理や請求書業務を一元化し、

電子マニフェスト代行起票で業務を大幅に効率化する事に成功しました。

また、このDXEというソフトはt換算が自動計算されるため、

従来より重量換算の精度がアップします。

消費電力量は全体的には250kWh増加しましたが、太陽光発電量は1,421kWh増加しておりました。

2024年度に本社及び岡山東事業所に太陽光発電を設置した事により大きな成果が出ています。

また、前期と比べ売上高が2％増加しており、燃料使用量及び二酸化炭素排出量も増加しましたが、

2025年度の運搬効率原単位を算出し、次年度以降の運搬効率アップのための指標とします。

一般廃棄物では若干前期より増加していますが、今期は電子化が大きく進みましたので、

来期に期待が持てそうです。

水使用量は前期に引き続き洗車チケットの活用や畑の水遣りに用水から汲み上げた水を使用し

大幅に削減できました。

今後は2025年度を新たな基準年と設定し、運搬効率原単位を活用しながら、

更に弊社で出来る環境負荷低減に

社員一同で努め、一人一人が意識できる会社を目指し利害関係者の皆様や、

地球環境のお役に立てるようにより一層精進してまいります。

環境経営方針

環境経営目標・環境経営計画

　　　　　（燃料消費量を売上高で除した数値を見て、適切な目標値を策定する。）

実施体制

代表取締役　坪江　紀幸

　　　　　（新たに入社する従業員の資質を見て判断する。）

代表者による全体の評価と見直し・指示

株式会社エコ・クリエイト

2026年4月6日

変更なし

変更なし

変更あり

変更あり

変更なし 変更あり
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